


毒
蕊
蕊
蕊
謹
蕊
灘

〔
日
時
〕
平
成
加
年
７
月
四
日
（
日
）

喝
時
開
会
（
皿
時
開
場
）

〔
場
所
〕
ア
テ
ナ
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
能
力
開

発
研
究
所
（
Ｊ
Ｒ
山
手
線
大
崎
駅
下

車
徒
歩
２
分
）

〔
概
要
〕

・
第
皿
回
全
日
本
詰
将
棋
連
盟
総
会

・
平
成
９
年
度
看
寿
賞
発
表
・
授
賞
式

・
催
物
コ
ー
ナ
ー

・
懇
親
会

〔
参
加
費
〕
六
○
○
○
円
（
懇
親
会
に
参
加

し
な
い
場
合
は
一
○
○
○
円
）

高
校
生
以
下
・
女
性
は
半
額

〔
宿
泊
〕
本
会
場
で
は
宿
泊
は
で
き
ま
せ
ん
。

宿
泊
希
望
の
方
に
は
近
郊
の
施
設

（
シ
ン
グ
ル
五
五
○
○
円
程
度
）
を

平
成
狐
鵜
》
》

詰
将
Ｊ
：
棋
》
《
篭

篭

”
あ
っ
せ
ん
し
ま
す
こ

〔
申
込
〕
参
加
申
し
込
み
は
、
氏
名
・
住
所
・

宿
泊
希
望
（
鴫
日
晩
・
四
日
晩
．
ま

た
は
両
日
）
を
明
記
の
上

〒
］
き
‐
９
房
東
京
都
品
川
区
南
大
井

６
１
３
１
通
金
子
清
志

電
子
メ
ー
ル
鼻
冨
吊
百
⑤
日
号
廿
侭

さ
ｇ
・
弓
・
言
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

宿
泊
申
込
を
伴
う
も
の
は
６
月
末
日
必

着
で
締
め
切
り
ま
す
。

〔
当
日
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
〕

仙
脊
尾
詰
に
挑
戦

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
「
ま
い
っ
た
」
と
い
う

よ
う
な
、
み
な
さ
ま
の
難
解
作
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
２
分
以
内
（
た
だ
し
、
大

駒
を
持
駒
と
し
て
い
る
図
は
、
５
分
以
内
）

に
脊
尾
弐
が
解
答
で
き
な
か
っ
た
ら
（
も

ち
ろ
ん
不
詰
で
な
け
れ
ば
）
豪
華
賞
品
が

出
ま
す
。
応
募
は
お
一
方
１
作
限
り
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
一
番
の
自
信

作
を
お
送
り
下
さ
い
。

⑧
棋
書
交
換
会

アマ将棋界にどツクな夢oつくりません"’

鰯識割蝿"…"･蕊繍職総”
日本アマチュア将棋連盟送付②専門誌の宅配サービス

（用紙は郵便局にあります）③主催行事に優待④全国将棋
お問合せは道場案内⑤「R」大会の公認
m5W-0085料免除⑥個人成績の提供など。

Tel-Fax0593(54)0625ます（活動補助金あり)。
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交
換
販
売
会
を
行
い
ま
す
暑
古
稀
書
や
豪

華
本
は
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
形
式
な
ど
で
。
不

用
品
（
？
）
か
ら
逸
品
ま
で
、
当
日
お
持

ち
下
さ
い
。
（
あ
ま
り
高
価
な
も
の
で
す

山手愛り士一）

手
至五反匡

国
園
園
圃
園

圏
固
畠
畠
畠

と
、
当
日
売
れ
残
る
可
能
性
か
あ
り
ま
す

こ
と
、
ご
了
承
下
さ
い
）

⑧
そ
の
他

み
な
さ
ん
で
楽
し
め
る
ゲ
ー
ム
な
ど
、
用

意
し
て
お
り
ま
す
。

左
記
の
使
用
駒
で
詰
将
棋
を
作
っ
て
下
さ

い
。
一
人
一
作
に
限
り
ま
す
。

一
締
切
］
６
月
即
日
必
着
（
編
集
部
宛
）

大
会
当
日
展
示
、
投
票
に
よ
り
優
秀
作
と

佳
作
を
決
定
（
不
完
全
作
の
返
送
は
致
し

ま
せ
ん
）
。

一
呈
賞
】
賞
金
総
額
５
万
円
（
提
供
Ⅱ
日
本

ア
マ
チ
ュ
ア
将
棋
連
盟
他
）
。
当
日
表
彰

を
行
い
ま
す
。
奮
っ
て
ご
応
募
下
さ
い
。

創造する心、鑑賞する気持ちはご用意ください。

脊尾詰、脊尾弐、丹頂と励棋は、気力、体力、時間を補う：
お手伝いをいたします。

詰将棋データベースをどこのメーカーの機種でも鑑賞できます。

詰将棋の輪を広げるために、ニフティーサーブのSOFTV3会議

室を用意しておきました。

カタログ請求は80円切手3枚を下記に送ってください。

〒176-0006東京都練馬区栄町24－2

SPEC.(槻励棋カタログ係
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Ｕ
第
一
部
催
し
物

・
大
会
記
念
握
り
詰
作
品
の
展
示
・
投
票

日
本
ア
マ
チ
ュ
ア
将
棋
連
盟

・
脊
尾
詰
に
挑
戦

第
畦
回
詰
将
棋
全
国
大
会
が
、
７
月
的
日

に
東
京
都
品
川
区
の
大
崎
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド

ビ
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
事
前
の
打
合

せ
で
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
全
国
大
会
」
と
い

う
堅
苦
し
い
も
の
で
は
な
く
皆
が
楽
し
め
る

「
お
祭
り
」
に
す
る
事
。
合
言
葉
は
「
フ
ェ

ス
タ
！
詰
将
棋
」
。
さ
て
結
果
は
如
何
に
。

回匠
~訓「

・
詰
将
棋
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
委
員
会

、
詰
棋
書
販
売

・
当
日
握
り
詰
作
品
の
募
集

・
懸
賞
詰
将
棋

・
私
の
「
ひ
と
こ
と
」

Ｕ
第
二
部
全
詰
連
総
会

・
開
会
の
辞

・
挨
拶

・
祝
辞

・
全
詰
連
活
動
報
告

秀
樹

金
子
清
志

岡
田
敏

水
上
仁

当
日
９
時
過
ぎ
に
会
場
昨
つ
く
と
一
・
金
罰

実
行
委
員
長
を
は
じ
め
数
名
の
ス
タ
ッ
フ
が

す
で
に
来
て
い
ま
し
た
。
横
断
幕
の
設
置
や
、

受
付
の
準
備
を
し
て
い
る
と
早
く
も
岨
時
。

前
泊
組
を
は
じ
め
と
し
て
会
場
内
に
人
が

増
え
て
き
ま
す
。
午
前
中
は
特
に
司
会
進
行

役
を
置
か
ず
に
「
勝
手
に
し
て
ね
タ
イ
ム
」
。

２
Ｆ
の
第
一
会
場
を
中
心
に
握
り
詰
を
解
く

人
、
創
る
人
、
一
年
ぶ
り
の
再
会
に
話
が
は

会
計
報
告
叶
島
正
司

規
約
委
員
長
川
崎
弘

段
級
位
委
員
長
（
吉
田
健
）

詰
棋
書
保
存
委
員
長
森
田
正
司

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
委
員
長
門
脇
芳
雄

・
看
寿
賞
贈
呈
式

・
全
国
大
会
岨
回
参
加
者
表
彰

■
第
三
部
イ
ベ
ン
ト

・
集
合
写
真

・
詰
将
棋
ダ
ー
ビ
ー

・
詰
棋
書
販
売
会

Ｕ
第
四
部
懇
親
会

－26－
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そ
し
て
１
時
か
ら
の
第
二
部
は
、
恒
例
の

全
詰
連
年
次
総
会
。
金
子
実
行
委
員
長
の
開

会
の
辞
で
開
幕
し
、
岡
田
会
長
他
各
委
員
の

報
告
が
続
き
ま
す
。
そ
の
中
か
ら
少
々
。

・
森
田
正
司
氏
…
現
在
国
会
図
書
館
に
は
詰

バ
ラ
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
は
獅
号
以
降
し
か

な
い
が
、
最
近
私
宛
に
大
量
の
バ
ッ
ク
ナ
ン

バ
ー
の
販
売
依
頼
が
あ
り
、
こ
れ
を
全
詰
連

で
購
入
し
た
後
、
国
会
図
書
館
に
寄
贈
す
る

事
に
し
ま
し
た
。
今
後
は
国
会
図
書
館
に
行

け
ば
（
あ
る
い
は
近
く
の
図
書
館
で
も
？
）

あ
る
１
年
間
分
を
除
い
て
、
詰
バ
ラ
の
創
刊

号
か
ら
最
新
号
ま
で
の
閲
覧
が
可
能
に
な
り

ま
す
。

・
門
脇
芳
雄
氏
；
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
現
在
蛇

万
題
の
収
録
が
で
き
ま
し
た
。
昨
年
か
ら
始

め
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
頒
布
は
、
第
一
期
の

古
図
式
篇
と
詰
パ
ラ
篇
を
年
内
に
完
了
す
る

予
定
で
す
。
今
後
の
課
題
は
、
分
類
が
付
い

ず
む
人
等
々
、
思
い
思
い
に
過
ご
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

第
三
部
ま
で
の
間
、
暫
し
の
休
憩
時
一
間
で

す
。
地
下
の
第
二
会
場
で
は
、
脊
尾
詰
に
挑

戦
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
実
演
・
詰
棋
書
販
売
会

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

好
評
だ
っ
た
の
が
、
詰
棋
書
交
換
・
販
売

会
。
始
ま
る
ま
で
は
詰
棋
書
が
全
然
集
ま
ら

な
か
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
と
心
配
し
て
い
た

の
で
す
が
、
ふ
た
を
開
け
て
み
て
ビ
ッ
ク
リ
。

新
旧
詰
パ
ラ
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
は
じ
め
、

秀
局
懐
古
録
（
下
巻
）
、
日
本
将
棋
大
系
、

新
ま
り
も
集
、
駒
と
人
生
等
々
希
少
本
が
多

数
あ
り
、
早
い
者
勝
ち
＆
入
札
形
式
で
販
売

さ
れ
ま
し
た
。

て
い
な
い
の
で
言
”
鋸
誘
・
煙
詰
等
の
検
索
コ

ー
ド
を
つ
け
る
事
で
す
。

驚
い
た
の
は
、
飛
び
入
り
で
か
け
つ
け
て

く
れ
た
奨
励
会
の
今
泉
健
司
三
段
。
将
棋
連

盟
代
表
と
し
て
挨
拶
し
て
も
ら
い
、
更
に
は

詰
将
棋
ダ
ー
ビ
ー
に
も
参
加
。
完
全
に
と
け

こ
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

全
国
大
会
旧
回
参
加
の
柳
田
明
・
》
弘
光
弘
、

高
見
秀
夫
、
金
子
清
志
の
各
氏
（
左
か
ら
）夢

・蕊；

簿篭
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１
幾
蕊
溌
議
議
雲

集
合
写
真
の
あ
と
は
全
員
参
加
の
ァ
・
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
、
詰
将
棋
ダ
ー
ビ
ー
。
１
レ
ー
ス

４
名
で
ス
タ
ー
ト
し
、
３
ヵ
所
に
設
置
し
た

問
題
（
詰
将
棋
又
は
ク
イ
ズ
）
を
解
い
て
ゴ

ー
ル
を
目
指
し
、
他
の
人
は
１
．
２
着
を
連

勝
複
式
で
予
想
す
る
と
い
う
ゲ
ー
ム
。
予
選

３
レ
ー
ス
を
行
い
ま
し
た
が
、
詰
将
棋
の
盲

点
に
は
ま
り
固
ま
っ
て
し
ま
う
人
や
カ
ル
ト

ク
イ
ズ
（
作
者
は
金
子
清
志
氏
）
に
頭
が
混

乱
す
る
人
が
続
出
。

今泉健司氏

決
勝
レ
ー
ス
は
予
選
の
１
．
２
着
６
名
で

行
わ
れ
、
優
勝
は
山
崎
泰
史
氏
。
山
崎
氏
は

予
選
も
余
裕
の
一
位
通
過
で
し
た
。
そ
れ
も

そ
の
は
ず
山
崎
氏
は
平
成
元
年
の
全
国
大
会

で
行
わ
れ
た
早
解
き
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
優
勝

者
だ
っ
た
の
で
す
。
準
優
勝
は
は
る
ば
る
九

州
か
ら
来
た
太
田
慎
一
氏
が
、
賞
品
の
谷
川

竜
王
の
扇
子
を
も
ら
い
ご
満
悦
で
し
た
。

勝
馬
投
票
の
優
秀
解
答
者
は
３
名
。
予
選

３
レ
ー
ス
を
全
て
的
中
し
た
岡
田
敏
氏
、
決

勝
レ
ー
ス
で
的
中
者
た
っ
た
２
名
と
い
う
万

馬
券
を
当
て
た
佐
藤
宗
弥
氏
と
長
谷
繁
蔵
氏

で
す
。
（
後
に
山
田
剛
氏
か
ら
投
票
者
が
百

人
以
下
だ
っ
た
か
ら
万
馬
券
で
は
な
い
と
い

う
ク
レ
ー
ム
が
あ
っ
た
）

最
後
は
懇
親
会
・
田
宮
純
子
さ
ん
の
乾
杯

の
音
頭
で
始
ま
り
ま
し
た
。
ア
ル
コ
ー
ル
が

入
り
、
そ
こ
こ
こ
で
話
の
輪
が
で
き
ま
す
。

初
対
面
で
も
す
ぐ
に
打
ち
解
け
る
の
が
詰
将

棋
の
良
い
と
こ
ろ
。
そ
の
後
次
回
開
催
の
実

行
委
員
長
猪
股
昭
逸
氏
や
週
刊
将
棋
の
古
作

溌霊．.･･･．．.．

登
氏
の
挨
拶
、
握
り
詰
優
秀
作
結
果
発
表
雲

ク
イ
ズ
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
等
で
大
い
に
盛
り

上
が
り
参
加
者
全
員
が
賞
品
を
手
に
し
た
よ

う
で
し
た
。
楽
し
い
宴
も
い
よ
い
よ
お
し
ま

い
。
森
田
正
司
氏
の
閉
会
の
辞
で
お
開
き
と

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
例
年
こ
れ
で
終
わ
ら

な
い
の
が
詰
キ
ス
ト
。
宿
泊
先
の
大
井
町
の

居
酒
屋
に
別
人
程
集
結
し
、
楽
し
い
夜
は
い

つ
ま
で
も
続
く
の
で
し
た
。

大学院担当の首猛夫氏
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私
の
一
ひ
と
こ
と
」
・
よ
り
抜
粋

八
尋
久
晴
ｌ
気
分
よ
く
ス
タ
ー
ト
し
よ
う
と

書
い
た
小
学
校
な
の
に
い
き
な
り
不
詰
作

品
で
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
九
州
か
ら
皿

時
間
か
け
て
皆
さ
ん
に
謝
り
に
来
ま
し
た
。

（
上
手
な
儀
悔
の
イ
ラ
ス
ト
入
り
）

阿
部
健
治
’
八
尋
さ
ん
の
よ
う
に
イ
ラ
ス
ト

は
書
け
ま
せ
ん
が
、
気
持
ち
は
同
じ
で
す
。

ガ
バ
ッ
（
平
伏
）
。
今
期
は
大
変
豊
作
で

作
家
皆
さ
ん
に
は
感
謝
あ
る
の
み
で
す
。

柴
田
英
男
ｌ
上
野
で
開
催
さ
れ
た
全
国
大
会

に
出
席
し
た
が
、
以
後
加
年
あ
ま
り
中
断

し
３
年
前
よ
り
再
加
入
。
新
人
同
様
で
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

近
藤
諭
Ｉ
初
入
選
以
来
順
調
に
創
作
を
続
け

て
い
る
の
で
す
が
、
冷
却
期
間
を
置
く
と

全
て
標
準
以
下
に
見
え
て
く
る
の
で
、
な

か
な
か
投
稿
で
き
な
い
で
い
ま
す
。
今
回

の
参
加
を
機
会
に
ま
た
投
稿
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

小
島
正
司
ｌ
今
年
は
６
回
目
の
年
男
に
当
り

ま
す
が
、
年
賀
は
が
き
の
お
年
玉
に
一
等

驚蕊議溌

看寿賞受賞者

が
当
り
ま
し
た
垂
今
後
は
道
で
車
に
当
ら

な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。

間
鍋
功
ｌ
昨
日
は
ニ
フ
テ
ィ
の
Ｆ
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｇ

Ｉ
の
オ
フ
会
に
行
っ
て
朝
４
時
半
ま
で
や

っ
て
ま
し
た
。
今
日
は
寝
か
せ
て
下
さ
い
。

駒
谷
秀
彦
１
店
を
休
ん
で
初
め
て
参
加
し
ま

し
た
。
詰
将
棋
の
話
が
で
き
る
店
、
つ
ぶ

れ
な
い
う
ち
に
是
非
一
度
来
て
下
さ
い
。

し
よ
う
り
ん
亭
Ｅ
ｇ
Ｉ
ふ
い
ｌ
留
圏
神

奈
川
県
大
和
市
鶴
間
１
１
１
１
岨

福
島
竜
胆
ｌ
詰
将
棋
を
創
る
人
は
偉
い
！

吉
岡
直
紀
’
二
浪
確
実

岡
崎
正
博
ｌ
詰
バ
ラ
１
年
生
。
超
初
心
者
で

す
。

市
島
啓
樹
ｌ
来
年
の
詰
将
棋
創
作
よ
り
明
日

の
雀
聖
戦
！

来
島
直
也
ｌ
全
国
的
に
は
無
名
で
す
が
、
四

国
で
は
や
っ
ぱ
り
無
名
で
す
。
現
在
引
越

し
を
検
討
中
。
棋
書
の
荷
造
り
で
悪
戦
苦

闘
中
で
す
。

今
村
修
ｌ
全
詰
連
非
会
員
で
す
が
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
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一
冠

垂
壷中

、
《守
輔

長
谷
繁
蔵
ｌ
現
在
解
答
創
作
の
二
刀
流
で
す
。

い
つ
ま
で
も
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
お

金
の
か
か
ら
な
い
い
趣
味
、
詰
将
棋
を
ボ

ケ
防
止
と
共
に
楽
し
ん
で
い
き
ま
す
。

▼
参
加
者

岩
手
原
田
章
雄

福
島
福
島
竜
胆

茨
城
岩
田
茂

栃
木
阿
部
健
治

新
潟
市
島
啓
樹

埼
玉
稲
葉
元
孝

三
谷
郁
夫

千
葉
今
村
修

河
内
勲

斎
藤
吉
雄

摩
利
支
天

古
作
登

東
京
秋
元
龍
司

伊
藤
三
雄

大
野
孝

越
智
信
義

林
忠
男

梅
田
亮

北
詰
正
顕

田
宮
純
子

藤
原
隆
治
郎

仲
西
哲
男
縫
田
光
司

尼
子
至
恩

佐
藤
宗
弥

岡
崎
正
博

金
子
清
志

村西栗尾
山崎山崎
英義貴
勉夫史幸

池
田
俊
哉

臼
田
信
次
郎

岡
本
貫
一
郎

国
兼
秀
旗

鱗

則
り
？

蝉
霞 瀞

:麺

態、

鶴

夢

藩●

f蝋畠

織’
壁
謹
み
画

、

や
ｂ
毎鶏孟蕊':言
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洋
一

灘

歓談風景

静
岡
愛
知
三
重
京
都
奈
良
大
阪

神
奈
川

小
林
敏
樹

近
藤
諭

重
田
豊
信

角
健
逸

田
口
正
明

中
島
勝
正

藤
津
秀
樹

安
川
謙
二

湯
村
光
造

阿
部
幹
夫

木
戸
陸
明

近
藤
郷

谷
二
三
代

原
田
清
実

柳
田
明

加
藤
徹

服
部
彰
夫

田
原
宏

田
代
達
生

岡
田
敏

猪
股
昭
逸

長
谷
繁
蔵

高
坂
研
小
島
正
司

弘
光
弘
水
上
仁

吉
岡
直
紀

小
堀
徹

山
岸
幸
徳

清
水
英
幸

相
馬
慎
一

全
邦
釘

原
岡
望

三
角
淳

山
崎
泰
史

渡
辺
晴
夫

飯
田
厚

久
米
宏

新
ケ
江
幸
弘

谷
喜
音

平
本
裕
行

佐
藤
善
起

佐
野
公
男

長宮漬谷駒門
山浦川谷脇

幹秀芳
聡忍礼彦雄

駒
場
和
男

佐
口
盛
人

柴
田
英
男

相
馬
康
幸

轟
聴

藤
井
国
夫

森
田
正
司

山
田
剛

寄
付
（
敬
称
略
）

秋
葉
原
ラ
ジ
オ
会
館

奥
村
公
一

柏
川
香
悦

門
脇
芳
雄

北
村
憲
一

佐
藤
宗
弥

鈴
木
芳
己

田
代
達
生

谷
川
浩
司
竜
王

野
口
益
雄

藤
井
国
夫

森
田
正
司

東
京
詰
将
棋
工
房

福佐山愛島広兵
岡賀口媛根島庫

富
永
晴
彦

今
泉
健
司

高
見
秀
夫

来
島
直
也

間
鍋
功
松
重
郁
雄

太
田
慎
一

八
尋
久
晴

3賞賞賞賞5賞51賞賞賞5
1品品品品千品千万品品品万
9円円円円
ワ
I

4 賞
円品
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②佳作（2位）入選16回

大和市駒谷秀彦

987654321

持
駒
な
し

一
二
三
四
五
六
七
八
九

【締切】9月末日消印

【呈賞】3名

③佳作（3位）入選11回

佐倉市河内勲

987654321

①優秀作

横浜市

987

入選24回

橋本孝治

65432］

持
駒
な
し

一
二
三
四
五
六
七
八
九

豊歩
六
七
八
九

当日握り詰1位入選5回

船橋市今村修

987654321

特別出題

横浜市

98句

入選85回

柳田明

65432］

飛
持
駒
角
桂
桂

一
二
三
四
五
六
七
八
九

持
駒
な
し

一
二
三
四
五
六
七
八
九

一羽一
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